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(54)【発明の名称】 内視鏡の可撓管連結端部

(57)【要約】
【課題】折れ止めカバーの先端が可撓管に接着固定され
たものにおいて、その接着を外すことなく折れ止めを剛
体部から取り外すことができる内視鏡の可撓管連結端部
を提供すること。
【解決手段】折れ止めカバー２０を、軸線方向に捲れる
程度に弾性変形自在な材料により形成して、その基端部
を剛体部２に対して係脱自在に構成すると共に、折れ止
め１０を軸線方向に移動させて剛体部２から離脱させる
のに必要な間隔Ｌを、折れ止めカバー２０の先端部分Ａ
と折れ止め１０との間に形成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】弾力性のある材料によって形成された折れ
止めが、内視鏡の剛体部に連結された可撓管の連結端付
近を囲む状態に取り付けられて、上記折れ止めの基端部
分が上記剛体部に対して着脱可能に固定されると共に、
上記折れ止めを囲む状態に取り付けられた折れ止めカバ
ーの先端部分が、上記可撓管の表面に接着固定された内
視鏡の可撓管連結端部において、
上記折れ止めカバーを、軸線方向に捲れる程度に弾性変
形自在な材料により形成して、その基端部を上記剛体部
に対して係脱自在に構成すると共に、上記折れ止めを軸
線方向に移動させて上記剛体部から離脱させるのに必要
な間隔を、上記折れ止めカバーの先端部分と上記折れ止
めとの間に形成したことを特徴とする内視鏡の可撓管連
結端部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡の可撓管
が剛体部との連結端付近で急激に曲がるのを防止するた
めの折れ止めが設けられた内視鏡の可撓管連結端部に関
する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡の可撓管は操作部等の剛体部に連
結されており、その連結端付近は小さな曲率半径で曲げ
られると他の部分に比べて遙かに容易に座屈してしまう
ので、弾力性のある材料からなる折れ止めが取り付けら
れている。
【０００３】そのような内視鏡の折れ止めは、一般に先
細りのテーパ筒状に形成されていて、可撓管の連結端付
近を囲む状態に取り付けられ、基端部分が操作部に対し
て着脱可能に固定されて、先端部分で可撓管の外面を締
め付けている。
【０００４】しかし、そのような折れ止めと可撓管との
間に汚液等が侵入するとそれを洗浄するのは非常に難し
いので、劣悪な環境で用いられる場合等に対応して、折
れ止めを囲む折れ止めカバーを設け、そのカバーの先端
部分を可撓管の表面に接着固定したものがある（特開平
６－３１９６７６号公報）。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】上述のように折れ止め
をカバーで囲み、そのカバーの先端を可撓管の表面に接
着固定してしまう構成をとることにより、衛生上の問題
が一つ解決する大きなメリットがある。
【０００６】しかし、内視鏡を修理するために折れ止め
を操作部から外す際（一般に、可撓管と操作部を分離す
る際には、まず折れ止めを操作部から外す必要がある）
には、折れ止めカバーの先端と可撓管の表面との接着を
外さなければならないため、作業に手間がかかるだけで
なく、可撓管を傷つけてしまうおそれがあった。
【０００７】そこで本発明は、折れ止めカバーの先端が
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可撓管に接着固定されたものにおいて、その接着を外す
ことなく折れ止めを剛体部から取り外すことができる内
視鏡の可撓管連結端部を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の可撓管連結端部は、弾力性のある
材料によって形成された折れ止めが、内視鏡の剛体部に
連結された可撓管の連結端付近を囲む状態に取り付けら
れて、折れ止めの基端部分が剛体部に対して着脱可能に
固定されると共に、折れ止めを囲む状態に取り付けられ
た折れ止めカバーの先端部分が、可撓管の表面に接着固
定された内視鏡の可撓管連結端部において、折れ止めカ
バーを、軸線方向に捲れる程度に弾性変形自在な材料に
より形成して、その基端部を剛体部に対して係脱自在に
構成すると共に、折れ止めを軸線方向に移動させて剛体
部から離脱させるのに必要な間隔を、折れ止めカバーの
先端部分と折れ止めとの間に形成したものである。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は内視鏡を示しており、胃等の体腔内に
挿入される挿入部は、挿入部可撓管１によって外装され
ている。その先端部分に連結された湾曲部３は、挿入部
可撓管１の基端に連結された操作部２に配置されている
操作ノブ４を回転操作することにより、遠隔的に屈曲さ
せることができる。
【００１０】湾曲部３の先端には、対物光学系等を内蔵
した先端部本体５が連結されている。７は、図示されて
いない光源装置に接続されるコネクタ８が先端に連結さ
れた連結可撓管である。
【００１１】剛体である操作部２に対する挿入部可撓管
１の連結端部分と、連結可撓管７の連結端部分とには、
可撓管１，７が小さな曲率半径で曲がるのを規制するた
めの折れ止め１０が取り付けられ、さらに折れ止め１０
を囲んで折れ止めカバー２０が取り付けられている。
【００１２】図１は、挿入部可撓管１と操作部２との連
結部を示しており、その内部に挿通配置されている光学
繊維束やチューブ類及び信号ケーブル等の図示は省略さ
れている。
【００１３】挿入部可撓管１の基端に固着されている可
撓管基端口金１ａは、操作部本体フレーム２ａに螺合す
る押さえ環１１によって操作部本体フレーム２ａの下端
部に押圧固定されており、操作部本体フレーム２ａの外
面にはカバー筒２ｂが被せられている。２ｃは、カバー
筒２ｂを操作部本体フレーム２ａに押圧固定する押さえ
ナットである。
【００１４】折れ止め１０は、弾力性のあるゴム系の材
料（例えばネオプレン（登録商標）ゴム又はポリウレタ
ンゴム等）によって先細りのテーパ筒状に形成されてい
て、先端部分で挿入部可撓管１を弾力的に締め付ける状
態に取り付けられている。
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【００１５】折れ止め１０の基端側の内周部には、金属
製の取り付け口金１０ａが一体にインサートされてお
り、取り付け口金１０ａに形成された雄ネジ部が、操作
部本体フレーム２ａの下端内周面に形成された雌ネジ部
と螺合している。
【００１６】それによって折れ止め１０の基端部が操作
部２の下端部に固定された状態になっており、操作部本
体フレーム２ａに対する取り付け口金１０ａの螺合を緩
めることにより、折れ止め１０が操作部２から外れた状
態になる。
【００１７】折れ止め１０を囲む折れ止めカバー２０
は、折れ止め１０をほぼ相似形にサイズアップしたよう
な先細りのテーパ筒状に形成されている。ただし、折れ
止めカバー２０は折れ止め１０より柔らかくて弾力性の
大きな例えばシリコンゴム等の材料によって形成されて
いる。
【００１８】折れ止めカバー２０の基端側の内周部に
は、金属製の取り付け口金２０ａが一体にインサートさ
れており、取り付け口金２０ａに形成された雌ネジ部
が、操作部本体フレーム２ａの下端外周面に形成された
雄ネジ部と螺合している。
【００１９】それによって、折れ止めカバー２０の基端
部が操作部２の下端部に固定された状態になっている
が、操作部本体フレーム２ａに対する取り付け口金２０
ａの螺合を緩めることにより、折れ止めカバー２０が操
作部２から外れた状態になる。
【００２０】折れ止めカバー２０の先端部分は挿入部可
撓管１の外表面に接着固定されていて、外部の水分がそ
の部分から折れ止めカバー２０の内部に浸入できないよ
うになっている。Ａがその接着部分である。
【００２１】接着部分Ａは、折れ止め１０との間に軸線
方向に間隔Ｌがあくように、折れ止め１０の先端から離
れて設けられている。その間隔Ｌとしては、次に説明す
るように、折れ止め１０を軸線方向に移動させて操作部
２から離脱させるのに必要な間隔が確保されている。
【００２２】軟らかくて弾力性のある材料によって形成
された折れ止めカバー２０は、操作部２から外した状態
で弾性変形させることにより、図３に示されるように、
挿入部可撓管１に対する接着部分Ａをそのままの状態に
して、軸線方向に先側に捲りあげた状態にすることがで
きる。
【００２３】そこで、次に図４に示されるように、折れ
止め１０の取り付け口金１０ａを操作部本体フレーム２
ａから外して、折れ止め１０を先側に移動させることが*
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*でき、さらに押さえ環１１を操作部本体フレーム２ａか
ら外せば、挿入部可撓管１を操作部本体フレーム２ａか
ら取り外すことができる。
【００２４】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば図５に示される実施例においては、
操作部２に対する折れ止めカバー２０の係脱は、折れ止
めカバー２０の基端の弾力性部材部分２０ｂを弾性変形
させて行うようになっており、可撓管基端口金１ａは小
ネジ１２によって操作部本体フレーム２ａに固定されて
いる。
【００２５】また、本発明を連結可撓管７側など挿入部
可撓管１以外の内視鏡の可撓管連結端部に採用してもよ
い。
【００２６】
【発明の効果】本発明によれば、折れ止めカバーを、軸
線方向に捲れる程度に弾性変形自在な材料により形成し
て、その基端部を剛体部に対して係脱自在に構成すると
共に、折れ止めを軸線方向に移動させて剛体部から離脱
させるのに必要な間隔を、折れ止めカバーの先端部分と
折れ止めとの間に形成したことにより、折れ止めカバー
の先端と可撓管との接着を外すことなく折れ止めを剛体
部から取り外すことができ、可撓管を傷つけるおそれな
く安全に分解修理等を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の可撓管連結端
部の縦断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡の外観図であ
る。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡の折れ止めが操
作部から外される際の途中の状態の縦断面図である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡の折れ止めが操
作部から外された状態の縦断面図である。
【図５】本発明の第２の実施例の内視鏡の可撓管連結端
部の縦断面図である。
【符号の説明】
１  挿入部可撓管
２  操作部（剛体部）
２ａ  操作部本体フレーム
１０  折れ止め
１０ａ  取り付け口金
２０  折れ止めカバー
２０ａ  取り付け口金
Ａ  接着部分
Ｌ  間隔
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